
工
会
社
と
蔵
元
が
連
携
し
、
新
た
な
商

品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
旭
川
地
域
の
食
品
加
工
事
業
者
40
社

で
組
織
す
る
旭
川
食
品
加
工
協
議
会
は
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
て
、
会

員
で
も
あ
る
酒
造
メ
ー
カ
ー
、
男
山
と

髙
砂
酒
造
の
酒
粕
を
活
用
し
た
商
品
の

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

同
協
議
会
で
は
、
左
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

作
成
。
デ
ザ
イ
ン
は
、
蔵
元
の
軒
先
に

つ
る
さ
れ
て
い
る
杉
玉
、
日
の
丸
、
上

昇
（
上
向
き
の
矢
印
）
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
み
に
よ
り
、
今
後
、

さ
ら
に
新
商
品
が
増
え
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

◎

　
子
供
や
、
お
酒
に
弱
い
人
も
安
心
し

て
楽
し
め
る
こ
と
も
酒
粕
の
魅
力
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
様
々
な
健
康
効
果
が
あ

る
酒
粕
を
使
っ
た
、
風
味
豊
か
な
食
品

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
詳
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】
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旭
川
は
古
く
か
ら
酒
造
り
が
盛
ん
で
、

北
海
道
を
代
表
す
る
酒
ど
こ
ろ
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
現
在
、

3
つ
の
蔵
元
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
品

種
改
良
に
よ
り
、
旭
川
の
気
候
に
合
っ

た
良
質
な
酒
造
好
適
米
が
誕
生
し
た
こ

と
で
、
地
元
産
の
酒
米
を
原
材
料
に
し

た
日
本
酒
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
日
本
酒
の
製
造
過
程
の
副

産
物
と
し
て
得
ら
れ
る
の
が
、
酒
粕
で

す
。
必
須
ア
ミ
ノ
酸
や
ビ
タ
ミ
ン
、
食

物
繊
維
、
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
豊
富
な
栄

養
分
が
含
ま
れ
て
い
て
、
酒
粕
で
作
ら

れ
る
甘
酒
は
「
飲
む
点
滴
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
そ
の
価
値
が
見

直
さ
れ
、
全
国
的
に
酒
粕
を
使
用
し
た

食
品
が
増
え
る
中
、
市
内
で
も
食
品
加

価
値
が
見
直
さ
れ
た

酒
造
り
の
副
産
物

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て

商
品
開
発
に
取
り
組
む

餡に大吟醸酒を
練り込み、
皮には酒粕を
使っている

〈一久大福堂〉

●酒饅頭
「旭神威」

風味豊かな豆を
「国士無双」の
酒粕甘酒で包み
込んだ一品

〈共成製菓〉
●甘酒甘納豆

大吟醸酒の酒粕を使って手作り
している。男山でのみ販売

〈ロバ菓子司〉
●吟醸酒粕「男山地酒飴」

酒粕の風味たっぷりの
バニラアイス

〈エチュード洋菓子店〉
●酒粕アイス「髙砂」

大吟醸酒の酒粕と
ゆめぴりか、ビート
オリゴ糖を使用。
うま味とコクが自慢

〈谷口農場・髙砂酒造〉
●大吟醸酒粕甘酒
「国士無双」

ブルーチーズを酒粕で覆い、さらに熟成させた
アレンジチーズ

〈伊勢ファーム〉
●酒粕ブルーチーズ「旭川」

かりんとうの蜜に「旭神威」の酒粕を使用。
華やかな香りとサクッとした食感が楽しめる

〈三葉製菓〉
●甘酒かりんとう

程よい塩味で、お酒のつまみや
おやつにぴったり

〈北海道米菓フーズ〉
●国士無双おかき

活
用
の
幅
を
広
げ
る

　
近
年
、
甘
酒
を
は
じ
め
と
す
る
酒
粕
を
使
っ
た
食
品
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

旭
川
で
も
、
市
内
の
蔵
元
の
酒
粕
を
使
用
し
た
、
様
々
な
商
品
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
け
か
す

髙砂酒造の「旭神威」の酒粕を
餡に練り込んだ、おちょこの形の最中

〈菓子処まるきた〉

●酒粕餡最中「酒呑童子」
あんもなか

ほんのりとした
酒粕の香りが特徴

〈福居製餡所〉

●酒かす羊羹
ようかん

塩麹と男山の酒粕で高級魚を漬け込んだ商品。
観光庁主催の品評会で「究極のお土産」に選定

〈くまだ〉

●塩麹と酒粕の北海道二段仕込み
しおこうじ

飼料に酒粕を混ぜることで軟らかい
肉質と深いうま味を引き出した、
旭川のブランド牛

〈ひかり牧場〉

●旭髙砂牛
あさひたかさごぎゅう

まんじゅう
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